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【担当課】 

第１章 人と自然との共生の確保  

２．自然とのふれあいの推進 

⑵ 自然環境の地域資源としての活用 

 ③ ラムサール条約湿地の宍道湖・中海における、保全と活用を両立した｢賢明な利用｣の推進 
 

 ⑴ 事業目的 

 平成17年11月、宍道湖と中海はラムサール条約※１湿地として登録されました。この条約の３つの

柱である、「保全再生」と「賢明な利用」、これらを促進する「交流・学習」を基盤として、貴重な地

域資源を活用した地域振興を進めます。 

    

 ⑵ 取組状況 

令和４年度に実施した主な取組は次のとおりです。 

① 中海・宍道湖一斉清掃 

鳥取・島根両県、沿岸市、住民等が協働し、毎年｢中海・宍道湖一斉清掃｣を環境月間である６

月１２日に実施しました。 

【参加者数：6,048人】 

② こどもラムサール交流会 

両湖を保全再生し、賢明に利用する取組を次世代に引継ぐため、両湖の周辺で日頃から活動す

る鳥取・島根両県のこども達が相互に交流を深めるため、鳥取県と共同で９月３日、１月８日、

３月５日に実施しました。 

【令和4年交流団体：こどもラムサールクラブ（鳥取）、ゴビウス・ラムサール探偵団（島根）】 

③  大型水鳥普及啓発 

冬季の宍道湖に生息、飛来する水鳥や水辺に関心をもってもらうため「水鳥観察会」を令和４

年１１月１２日、１１月２０日に宍道湖周辺の観察スポットで実施しました。 

【参加者数：22人】 

④ 宍道湖・中海の魅力展 

両湖の魅力あふれるおでかけスポットと、両湖の恵みを次世代に引継ぐための取組を紹介す

るパネルの移動展示を12箇所で開催しました。 

 

«用語解説»  

※１ ラムサール条約 

  正式名称は「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」。1971年（昭和46年）に採択、1975年（昭和

50年）に発効し、日本は1980年（昭和55年）に加入。国際的に重要な湿地の保全及びそこに生息、生育する動植物の

保全、適正な利用を推進することを目的としています。 

 

 

 

 

所属名 問い合わせ先 

（主）環境政策課 0852-22-6379 


